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宫本 百合 子 



人 物 

奥 平 振 一 郎 統計学 者 (三十 歳) 

みさ子 振 一 郎の妻 (十八 歳) 

橋 詰 英 一 みさ子の 従兄 (二十 四 歳) 

谷 三郎 英 一 、 みさ子の 友人 (同) 

吉沢 朝 子 (登場せ ず) みさ子の 友達 (十九 歳) 

女中 きょ 

場 所 

東京。 



の感を 看る 者に 味わ させた 頃、 上手の 垂 帳から、 みさ 

子が 出て 来る。 (藤色の ネルの 着物、 全体 、さっぱりし 

た 服装) 



みさ子 (部屋に 入りながら、 振 返り) 一寸 こっちへ 

来て 御覧に ならない こと？ 綺麗よ。 今日は、 私が 

すっかり 大掃除 をし たんです もの。 

振 一郎 (黙って 入って 来る。 黒つ ぼい セルの 着 付。 

四辺 を 見廻し) ほう。 綺麗 だね。 

みさ子 この 部屋 は、 日が よく 射す から、 猶 気持が 好 



いわ。 (ヌ ックの 方へ 行く) 御覧なさい ませ。 一寸 こ 

の 薔薇！ 素敵でしょう？ 私 こんなの が 咲く と は 思 

わなかった わ。 

振 一郎 (気が なさそう に) よく 咲いた ね。 

みさ子 匂い を かいで 御覧 遊ばせよ。 いい じゃあない 

の？ ほら！ (花壺 を 持ち、 顔 を 埋める ようにして 匂 

をす い、 良人の 鼻先に 出す) 

振 一郎 うむ。 いいね。 花 を 持った 枝 は 切る 方が、 来 

年の ために 好 いんだよ。 

みさ子 そうお。 私が 好きだから、 どうせお 部屋の 花 

に 切る ことにな つてし まう わ。 (ヌ ックの 卓子の 上に 



花壺を 置き、 そこの 椅子に 坐る) 貴方 もお かけに なら 

な いこと？ 

振 一郎 (ぶらぶら 行って、 向い合わせに 掛ける) 英 

一 さん 達 は 幾 時 頃 来る の？ 

みさ子 わからな いの。 ただ、 お昼つ からって 云って 

よこした だけなん です もの。 でも、 きっともう じ 

きに 来 るんで しょう、 どうせ 日曜です もの 一 日、 あの 

人達 は 暇なん だ わ …… (調子 を かえ) 貴方 も 今日はい 

いでしょう？ 

振 一 郎 さあ …… 

みさ子 駄目？ 



振 一郎 しなければ ならない ことがある からね。 

みさ子 (失望 を 押え) たま だからい い じゃあな いの？ 

一 寸で いいから 一 緒に お茶で も 召 上れよ。 

振 一郎 しなければ ならない こと を 控えて、 表面ば か 

りお つきあい をし なければ ならない こと はないだ ろ 

う？ 

みさ子 それ はそう だ わ。 —— だけれ ども —— あの人 

達 だって、 随分 久しぶりで 来 るんで す もの …… 

振 一郎 あなたが、 ゆっくり 遊んで あげれば 結構 じ や 

あない か。 

みさ子 だって …… (深く 顔 を 曇らせる、 遠慮し なが 



ら) 貴方、 あの人 達の 来る のがお 厭な の？ 

振 一郎 どうして？ 僕が そんな こと を 云った かい？ 

みさ子 おっしゃり やしない わ。 けれども —— 若し、 

悦んで 下さるなら、 暫くの 間 位、 皆で、 気持よ く 楽し 

んで 下さる の じゃあな いかと 思う の。 貴方 は、 私 独り 

で 遊んで あげれば 好いだろう つて おっしゃる けれど I 

I そうじゃな いのよ。 

振 一郎 僕 は 僕で、 仕事の 責任が あるんだ から、 仕方 

がない。 ね？ そうでしょう？ あなた や、 英 一さん 

達みたい に、 遊んで いて 好い人 間で はな いんだから。 

みさ子 (淋しそう に) 何だか、 きめつ このようね。 



私 一 度で も 好い から、 貴方に も 一 緒に 面白く 遊んで 戴 

きたい わ。 いつも、 いつも —— お 仕事！ 

振 一郎 そんな 子供の ような こと を 云う もの じゃあな 

ヽ o 

レ 

みさ子 (涙ぐみ) 子供の ような こと じゃあな いわ。 

どこに、 自分の 好きな 人 も 一緒に 楽しまないで いるの 

に、 平気で 嬉しがって いられる 人が あって？ (強いて 

確かり し) ね、 貴方、 これからこう しょうじゃな いの？ 

貴方が 来て 貰って は 困る とお 思いに な つ たら、 はっき 

りそう 云って 頂く の。 そして、 私、 断って しまう わ。 

その 方が …… どんなに 心 持が 好い か 判らない …… 



振 一郎 何も あなたの 処へ 来ようと いう 人 を、 僕が 厭 

だって 断る 訳 はない じゃあな いか、 そんな エゴイスト 

じゃあない。 

みさ子 それが 間違いだ と はお 思いに ならない？ 来 

る 人 は、 私共 二人の 処へ 来る のよ。 それ だのに (涙が 

危く こぼれそう になる) いつも、 私 一人ぼっち でお 相 

手 をして、 奥 平さん はどうなさい ましたって 訊かれる 

の …… おまけに 貴方 はち つ とも 楽しそう ではな いんで 

す もの 私、 どうしてい いか 判ら なくなって しまう 

わ。 

振 一郎 判らない こと はない。 あなた は 僕の ことなん 



か 忘れて、 愉快に すれば いいんだ。 その 方が、 僕に とつ 

のんき 

たって、 どの位 呑気 だか 判らない。 

みさ子 (疑わし そうに、 良人 を 見) そう？ ほんと 

に？ 

振 一郎 (力を入れ) ほんと にそう だと も！ 若し 僕 

が 暇で 気が 向いたら、 いつでも 出て 来て 仲間に 入れば 

い いでしょう？ 

みさ子 そうなら ほんと にいい わ。 (嬉しそうに) じ や 

あ、 後で 出て 下さる こと？ 

振 一郎 いつ？ 今日？ 

みさ子 (勿論と 云うよう に) そうだ わ。 



振 一郎 判らない。 まあ あなた だけで 接待して いてく 

れ。 

みさ子 それじゃ あ 同じ だ わ …… ああ ほんと に 

(椅子 を 立ち、 歩き 出しながら 嘆息す る) 

振 一 郎 (気にし) どうしたの？ 

みさ子 (凝つ と、 憂 わしげ に 良人 を 見る) 私共の 処 

でさえ こうなん だから、 よその 奥さんが、 自分のお 友 

達さえ 呼ばなくなる の は 無理 もない と 思った の。 

振 一郎 物事 を、 何でもそう 悪意に とる もの じゃあな 

い。 僕の 云う 真意 を 諒解し なければ、 いつでも、 詰ら 

な い 衝突 を 起す ばかり じゃあな いか。 



みさ子 (熱心に) ほんと に、 私 も 私の 心の奥の 奥が 

判って 頂きたい わ。 理屈 じゃあな く、 私の 感じる こと 

を、 貴方の 胸で 感じて 頂きたい わ。 

振 一郎 —— お 互の こと だ。 …… 要求 は 限りない もの 

だからね。 人間 は、 五の もの を 与えられ ると、 必ず 七 

の ものまで 得ようと する。 

みさ子 —— 

振 一郎 とにかく、 僕 は 失礼 させて 貰う から、 皆さん 

によろ しく。 —— 勿論 用が あったら、 いつでも 来て い 

いんだ からね。 



来た 垂 帳の 方から 去ろうと する。 みさ子、 思わず 後 を 

追い、 何 か 云おうと する。 が、 やめ、 元気 を 失い、 詰 

ら なそう に、 ぐったりと 傍の 長椅子に かける。 

みさ子 (ひそ やかに、 独白) ああ、 どうして、 ああ 

なんだろう ？ 

長椅子の 端に 肱 をつ き、 凝つ と 前 を 見つめ 考えに 耽る。 

やがて、 寂し さに 堪えられない らしく、 急に 立上り、 

書棚の 傍の ベル を 押す。 きょ 登場。 



きょ お呼びで ございま すか？ 

みさ子 ああ、 あのね、 私の 部屋へ 行って、 やりかけ 

のス ティ ツチ を 持って来て 頂戴な。 

きょ はい。 (去る) 

みさ子 所在な さそう に ヌック の 方に 行き、 腰 を 下して、 

花 壷の 花 をい じる。 寧ろ、 心 は 内へ 内へ と 沈み、 指先 

だけが 無意識に 微かな 運動 を するとい う 風。 

きょ、 愛らしい 紅色の 襦子張 小 籠 を 持って来る。 

きょ これでよ ろしゅう ございま すか？ 



みさ子 有難う —— 鉄が あつたか しら (籠の 中 を 一 寸 

検 ベる) ああ、 これでい いわ。 それからね、 お客様が 

いらし つたら、 直ぐ こちらへ お通しして 頂戴。 私 ここ 

にいる から —— 

きょ はい —— 。 先 ほどのお 菓子 は、 いつものお 皿で 

よろし ゆう ございま すか？ 

みさ子 ああい いわ、 あの 花の ついた 方ね。 

きょ、 軽く 会釈して 行き かける。 

みさ子 あ、 きょ や、 旦那 様 は 何 をして いらっしゃる 



の？ 

きょ (立 止り) さあ …… 先 ほど、 御 書斎の 方に おい 

で 遊し ましたが …… 

みさ子 それなら いいのよ。 有難う。 

きょ、 去る。 

みさ子、 卓子の 上の 小 籠から、 白い、 センタ —• ピ— 

スを 出し、 ぼつぼつ 縫 取 を 始める。 けれども、 心 は 落 

はま 

付かず、 折々 凝つ と、 細い 指に 嵌った 結婚 指環 を 眺め 

たり、 我と 我心 をな だめる ように、 髪 を 撫で あげたり 

する。 感じ は 内に 満ち、 満ち、 而も、 表すに 途 のない 



素振り。 ほどなく、 垂 帳の 裏から、 

きょの 声 奥様？ 

みさ子 (頭 を 押えて いた 手 を 落し) なに？ 

きょ (部屋に 姿 を 現し) 橋 詰 様が いらっしゃ いまし 

た。 

みさ子 おひと り？ 

きょ いいえ、 あの …… 

云い 切らない うちに、 足音。 若い 男の 声。 



谷 僕 も 一 緒です よ。 

谷 三郎、 橋詰英 一、 連立って 快活に 現れる。 

谷 や あ！ 今日は。 

みさ子 (ひとりでに、 活々 とし) まあ、 よくいら しつ 

た わね。 今日は。 

英 一 今日は。 

みさ子 先 ほど は、 お 電話 を ありがとう。 

英ー どう致しまして。 

谷 実はね。 あの 電話 は、 僕が せつつ いて 掛けさせ 



たんです よ。 たまに 上る のに 留守 をく わされて は堪り 

ません からね。 

谷、 英ー、 各々 ほどよい 処に 自分で 席 を 定める。 

みさ子 (縫 取を片 づけながら) そうだつ たの？ 大 

丈夫よ。 私共が 二人で 留守 をす る ことなん か、 一年に、 

ほんの 数える ほか あり はしない わ。 

英ー 然し、 何に しろ、 素晴らしい 天気 だからな —— 

戸外 は、 なかなか 暑いです よ。 —— 一寸 そこ を あけて 

ようご ざん すか？ 



みさ子 ああ、 どうぞ。 ほんと にね、 ずくんで いる も 

ん だから …… 

英 一 、 フォ— ルディン グ • ド— ァの 一 方 を 開く。 

みさ子 (其方に 顔 を 向け) ああ 好い こと。 まるで 夏 

のよう ね。 

英 一 、 席に 戻る。 

みさ子 この頃 はいかが (笑顔で 二人に) 相 変らず？ 



谷 別に 目醒 ましい ほどの こと もありません ね。 教 

師は 教師で、 生活難で 萎縮し 切った 講義 を やる し、 学 

生 は 学生で、 浮 腰 だし …… (それとなく 室内 を 見廻す) 

英 一 おまけに 君 は、 中で 一 等の 遊 動体だろう (笑う) 

—— それにしても、 随分 会いませんで したね。 あの 音 

楽 会 は、 何でも 正月 頃だった でしよう？ 

みさ子 もうそうなる こと？ ミス • ぺ ブロス 力の 時 

だった わね、 あれ は —— 

英ー ざっともう 半年 だ。 あなたの 方に こそ、 興味 

津々 たる 話が あるでしょう？ 

みさ子 (笑わず) そう 見えて？ 



英ー (稍 てれ) 詰問 されても 困る けれど …… (苦笑) 

相 変らず です ね。 

きょ、 茶菓 を 運んで 来る。 皆 黙って いる 間に、 配り 終 

り、 静に 退場。 沈黙 を 破り、 

谷 (みさ子に) 奥 平さん は？ お 変り なしです か？ 

みさ子 ええ 有難う。 相 変らず よ、 表ば かリ栴 えてい 

る わ。 

谷 はは、 表ば かり！ か。 —— (さりげなく) ほ 

かに お客様 はなしで すか？ 



みさ子 なし。 ある 害 だつ たんだ けれども —— 

英ー (急に 大笑い をす る) はは はは は。 三郎、 到頭 

兜 を 脱いだ な？ 

谷 —— (知らぬ 振り) 

みさ子 いやね、 いきなり。 どうな さった の？ 

英ー 何ね。 (谷 を 顧み) いいだろう？ 云っても —— • 

谷、 わざと 煙草の 環 を ふく。 

英ー 昨日、 或る 友人の 処へ 行ったら ね、 吉 沢のお 嬢 

さんの 噂が 出て ね、 わ あわ あ 云って いると、 その 男の 



妹が、 あの方なら、 あなたの 親友 だ。 きっと 今日 あた 

リ、 奥 平さん の処 へいら しって よ、 なんかと 云った も 

の だから …… 

みさ子 まあ！ それで 来て 下さった の？ (谷の 方 

を 向き、 わざとお どけ) どうも有難う。 

谷 (笑い もせず) いや、 どう致しまして！ 

皆、 笑い出す。 

谷 で、 どうな つたんで す？ 来な いんです か！ 

みさ子 ええ、 おやめに なった の、 いっか 静かに 二人 



きりで 話したい からって。 —— (真面目に) あの方 も 

近頃 は、 結婚 問題 や 何 かで、 随分 苦しんで いらっしゃ 

るの よ。 余り 美しい 方 だ もんで、 却って、 種々 いやな 

こと もお ありになる のね。 

谷 それで、 結婚 生活で は、 少く とも 半年の 先輩で 

ある あなたに、 指導 を 仰ぎたい という 訳です か？ 

みさ子 (谷の 一種の 調子に は 頓着せ ず) 黙って 独り 

で 考えて いるより は、 私に でも 話して 相談して 見たい 

とお 思いになる らしい の。 無理 もない わ。 —— お 父 様 

だって、 お母様 だって、 お金 こそ 沢山お ありな さるけ 

れど、 随分 変な 方なん です もの …… 



英ー 両親が そんなで、 娘が 評判の 美人で は、 悲劇 だ 

ね。 

谷 我々 が 来 るん じゃあ、 しんみりし ないから とい 

うこと にな つたんで すね。 

みさ子 まあ、 そういう ことね。 —— でも、 (間) 私、 

どうせ、 御 相談 は 受けても、 それほど 頼りになる 決定 

なんか 与えて あげられる 処 ではない と 思 つ ている わ。 

英ー どうしてです？ 

谷 珍ら しい 弱音です ね。 

みさ子 (二人 を 見) ほんと よ。 却って、 結婚し ない 

うちの 方が、 頭で だけ 考えて、 明快に、 善、 悪で も 云つ 



たと 思う わ。 事実に 入って 見る と —— 難し いんです も 

の。 まるで、 概論 じゃあ、 行かない のよ。 例えば、 相 

手の 人の 人格と か 教養と かいう こと だっても ね、 それ 

は 勿論、 何 かの 標準に はなる に違いない けれど、 友達 

と 良人と では、 何だか、 まるで 違う ものが 現れて 来る 

のよ。 —— ね、 そうお 思いに ならな くって？ 

英 一 さあ —— 

谷 そこまで 行く と、 我々 は 未丁年で すね。 

みさ子 (考えつつ) 結婚 生活で は、 普通、 正しい 人 

間と か、 善い 人と か 云って いる、 もう 一重 底の 蕊が現 

れ るの じゃあな いかしら。 うまく 云えない けれども。 



する なんか、 ほんと に 堪らない わ。 

谷 (真面目に なり) あなたの 話しよう が、 ひどく 

抽象的 だが、 人間が 純粋 か 不純 粋 かとい うこと が、 第 

一 の 問題 だとい うこと でしよう？ 

みさ子 そうね、 そういう ことになるでしょう。 

谷 昔から、 殴られても、 実意の ある 亭主が 好い と 

いうの は、 そこでしょう。 

みさ子 —— とにかく、 厭なら 厭、 好いなら 好いで、 

蕊に 一 点の 曇 もない ような 人が あったら、 どんなにい 

いでし ようね。 言葉の 奥 を 考えずに、 そうと 云った だ 

けで 安心して いられる よう だ つ たら …… 



谷 (しげしげと みさ子 を 見る) あなた も だんだん 

大人になります ね。 

みさ子 (片頰 笑む) —— だから、 朝 子さん、 吉沢さ 

んね。 あの方の こと だって、 私が、 何も 権威 あるら し 

い 口 は 利け ない のよ。 お 互に、 学校の 成績と か、 手腕 

じゃあな いわ。 内の 内の、 内の もの を、 見極めな けれ 

ばなら な いんです もの。 —— 各々 の 直覚、 心の 力と、 

運。 ね？ 

谷 ところが、 どれほど 鋭い 天稟の 直覚 を 持って い 

たって、 多くの場合、 日本の 現在の 状態で は、 その 触 

角 を 動す 余地 さえ、 ないじゃありません か。 いやしく 



も、 わが 心の エッセンス を 凝して、 その 底まで しみ 入 

ろうとす るよう な 価値の ある サ ー クル は、 皆、 煉瓦の 

塀で 囲まれて いる。 少し 云い 過ぎ かもしれ ない が、 僕 

から 見れば、 あなた だって、 自由が 最も 必要な 時期が 

すんで から、 その 必要 を 高唱し 得る の だ。 びっくり 箱 

おおよそ 

の 蓋 を 開ける 前に、 中から 大凡 どんな 形の ものが 出る 

か、 予め 教えて 下さった だけ、 他人の 親より、 あなた 

の 御両親 は 優 種だった。 

みさ子 奥 平と 交際 させて くれた こと？ 比較 すれば、 

有難く 思わなければ いけない 訳です わね。 だけれ ど I 

I (苦笑) 奥 平 も その 時 は、 未婚者で、 私の 家に 遊び 



に 来て、 まさか —— 数字ば かり 書いても いられな かつ 

たでしょう。 

谷 はは はは。 然し、 何です ね (躊 躍す る) 

みさ子 (無邪気に) なに？ 

谷 いや —— 

みさ子 —— (次第に 亢奮が 鎮る。 先刻から 自分と 谷 

とば かり 喋って いたのに 心 付き) まあ、 随分 ひどい 御 

主人役ね、 一 人で 喋り 込んで。 

(先 ほどから、 硝子 扉の 傍の 椅子に かけ 、独りで レコ— 

ドを 見て いる 英 一 に) 



みさ子 どう？ 何 かお 気に入 リ そうな のがあって？ 

英ー 大分 殖え ましたね。 

みさ子 シャ リア ピン やなに かの が 来たから でしよ 

う？ 

(立って、 英ー の処へ 来る。 英ー 椅子から 立ち、 みさ 

子 を 掛けさせる。 余り 浮かぬ顔。 ヌック の 方で、 こち 

らに背 を 向け 庭 を 見て いる 谷の 方 を 一 寸見、 低声に) 

英ー あれに、 矢 鰭な こと を 云って はいけ ません よ。 



みさ子 (かがんで レコ— ドを 調べて いた 手 を 止め、 

仰向き、 訝しげ に) 何故？ 

英ー (尚 低声に) あいつ は 危険 だ。 ドン ニンュ アン 

だもの …… 

みさ子 (笑う) 平気よ。 (改まり) 私、 誰に きかれた つ 

て、 悪い ことなん か 云い はしません。 

英ー あなた は その 気で なくたって —— 

みさ子 いいのよ。 (気を悪くし) じゃあ、 貴方 は、 二 

年 も 前から、 そんな 人 を、 私のお 友達に させた 訳？ 

英ー (言葉な し。 みさ子が 取ろうと する レコ ー ドを 

手早く 抜 取って やる) —— 遣ります か？ 



みさ子 (その 方 は 見ず、 低い 声で) アディ ォ。 

静かな、 明るい 部屋の 裡に、 伊太利の 小曲が、 感じ を 

以て 満ちる。 

戸外で は、 雲が 湧いた と 見え、 微かな 陰翳が、 輝 やい 

たフォ ー ルディン グ • ド —ァの 面 を 過ぎる。 歌、 終る、 

沈黙。 やがて、 聴 とれて いた みさ子が、 感動の 溜息と 

ともに 頭 を 擡げる。 

みさ子 いい じゃあない の？ 

英ー 何に しろ 伊太利 語 は 響が いいな。 



みさ子 ほんと にいい わ。 (詩句 を 暗誦す る) 

Caden stanclie le foglie al suol, Bianclie strisce 

serpon sul ronda, 

歌えたら、 どんなにい いでしょう！ 

谷 稽古なさい。 

みさ子 駄目よ、 私の 声 は。 —— ね、 だけれ ども、 誰 

でも、 時々、 種々 のこと を 感じて、 感じて、 もう 歌で 

も 歌わずに いられない ようになる ことがある でしよ 

う？ 

そんな 時、 は あっと、 すっかり 自分の 心 持 を 歌いつ く 

せたら、 どんなに か 嬉しいだ ろうと 思う わ。 私なん か、 



自分の 感動 を、 まるで 現わせな いんです もの (だまろ 

うとし、 また、 我知らず 云いつ づける) もとなん か、 

一 寸 悲しい ことで も 考えて、 涙 を 一 粒 こぼせば、 すつ 

かり 気分が 変って しまった けれども、 この頃 は —— (独 

白 的になる) だんだん、 だんだん 胸が 一 杯に なって 来 

るば かりです もの。 歌いたい わ。 ほんと に 歌ったら 好 

いと 思う わ。 歌って、 すっかり 私の 悲し さや、 寂し さ 

や 種々 な もの を、 みんな 空へ 溶かして しまう の …… 

谷 みさ子さん。 歌えないでも、 あなたの 寂し さや 

悲し さが 飛んで 行って しまう 法 を 教えて あげましょう 



(英 一、 きっとして 谷の 方 を 見返る。 谷、 関せず。) 

みさ子 (自分の 考えに 沈んだ まま、 漠然と) 何な の？ 

谷 奥 平さん を、 もっと あなたへ 引つ けて 置 くんで 

す。 心 持の 上で ね。 

英ー (嫉妬 を 感じる ように) おい、 詰らない こと を 

干渉す るな よ。 みさ子さん だって —— 

谷 一人前の 淑女 だ、 というの だろう？ 決して 失 

礼な こと を 云い やしないよ。 僕 だって 一箇の 人間 だか 

らね。 (声 を 大きく し) ね、 みさ子さん、 あなた は 自分 



の 歓びも 悲しみ も、 ただ 奥 平さん にだけ 的 を 置いて い 

ら つ しゃる でしよう？ 

みさ子 (単純に) そうよ。 

谷 だから、 奥 平さん は、 平気で あなた を 打つ ちゃつ 

て、 青 だの、 赤 だの 1. 2. 3. ばかり 書いて いらつ 

しゃ るんで す。 

みさ子 だって —— 私 は、 奥 平 ほか —— 奥 平 だから こ 

そ、 一緒に 楽しんで くれれば ほんと に 嬉し いんだし、 

そうでなければ 淋し いんだ わ。 ほかの 人なん か —— い 

くら 私 を 放って置いた つ て 平気よ。 

谷 実に はっきりした もんです ね。 (笑う) 然しね、 



これ は、 青二才の 僕が 云う の じゃあなくて、 ちゃんと 

した 大学 者 も 云う ことです がね、 異性 間の 感情と いう 

もの は、 決して それほど 簡単 明瞭に 片の 付かない もの 

なのです。 だから 御覧なさい、 あなたの 方 こそ、 そう、 

はっき リ している けれども、 それが 果して 奥 平さん の 

胸に どれ だけ 響いて いるか、 疑問でしょう？ 

みさ子 —— それ は 解らない わね。 安心して いるの か、 

もうどうせ 他に 向きよう もない ときめて、 放って置く 

のか、 …… 。 

英ー (突然、 口 を 挾む) こういう 問題 は、 議論す ベ 

きもの じゃあな いと、 僕 は 思う ね。 時間が 自ら 証明す 



る。 まして、 みさ子さん なんか、 失礼 だけれ ども、 結 

婚 してから、 半年 ほか ほど 経たない ん だもの。 傍から 

攪乱 する ような こと は 。 

谷 —— 攪乱は 穏やかで ない ね。 —— 君 は、 みさ子 

さんが、 僕の 一 寸云 うこと 位で 支配され る 人 だと 思う 

のか？ 

英ー (曖昧に) そうじゃ あなかろう さ。 然し —— 

谷 それに、 夫妻と いう もの だって、 どれほど、 鶴 

と 亀と でお 伽噺 にしようと したって、 結局 生きて いる 

人間の、 男性と 女性との 生活だろう？ 

英ー そんな こと は定 つてい る！ 



谷 それなら、 一 般論 として、 男性 女性の 相対的 関 

係 を 話した つて、 どこに 悪い 処 もない 害 だ。 

英ー (焦々 し) 一般論に 止って いればよ いさ。 然し 

僕 は …… 

谷の、 耀 いた、 冷静な 眼で 見つめられ、 英ー、 むしゃ 

くしゃと なる。 

谷 仕舞まで 話させて くれ。 - I それでね (みさ子 

に 向い) 人間 は 通性と して、 反動的な ものです。 自分 

が、 何な く 手に入れられ 所有され ると 定っ たものに は、 



何とい つ て も 興味が 薄れ、 無 感興に なって しまう が、 

どうも 難しい、 余程の 忍耐 や 手段 を 講じなければ、 到 

底 指 も 触れられない となると、 たとい、 実際 そのもの 

の 価値 は 低くても、 人間 は 熱中し 夢中になる。 だから 

エキサイティング 

まあ、 選挙な どと いう ものが、 飽き もせず 亢奮 的な 

訳でしょう がね。 - I 同じ 心理が、 矢張り、 異性 間の 

感情に も あるので す。 

みさ子 (率直に) 思わせぶ リ がいいの？ 

谷 まさか！ (苦笑) それば かりとい うこと じゃあ 

ありますまい。 —— 然し、 夫婦の 感情が 鈍重になる の 

は、 確に 一 つ は、 互が もうす つかり 互の 所有に なりきつ 



て、 動きの 取れない 処に あるんだ ろうと 思います ね。 

一 方から いえば、 もう 死ぬ まで、 厭で も応 でも、 この 

男、 この 女、 と定 つてし まった 処に —— 現在の 社会で 

は、 定めるべく 余儀なく される 処に、 第一 の 苦 源が あ 

るんで す。 だから、 双方の 感興、 新鮮さ を潑测 とさせ 

て 置く ために は、 どうしても 感情的 変化に 富んで いな 

ければ ならない —— 或る 不安、 緊張、 亢奮が 薬になる 

ん です。 

みさ子 (真面目に きき、 考えつつ、 疑わし そうに) 

そうお？ そうか しら そういう 胸の わくわくす る 

ような 心 持 は、 恋人 同志の 時代の もの じゃあな くつ 



て？ 若しかしたら (笑う) 恋人 前期よ。 恋人 だって、 

お 互の ほんとの 愛が わか リ、 信じられたら、 そんなに 

気 は 揉まな いんじゃ あない かしら。 勿論、 相手の 人が、 

どれ だけ 自分 を 愛して くれる か、 まして、 好き か 嫌い 

かさえ 解らない うちなら、 不安に もな り、 緊張 もす る 

だろう けれど。 

谷 結婚して しまう と、 男 も 女 も、 皆そう いう 楽天 

家 —— 凡庸 主義に 堕して しまう から、 生活が 重荷に な 

るんで すよ。 大抵の 女の人が 会って 面白 いのも、 結婚 

する 迄 じゃあありません か。 一 旦、 奥さんに なった と 

なると、 誰某 アン ネック スで、 まるで 気抜けに なって 



しまう。 

みさ子 だけれ ども、 生活が 気持よ く 行く というの は、 

ただ 相手の 技巧 や 「面白い 人」 許りで はなく つてよ。 

面白い 人間と いう 人なら、 ざら にある わ。 ちっとも 面 

白くない 人 だってい いから、 気持の 満干が、 ぴったり 

両方 で 合う という， J とが 大切 だと 思う わ。 

谷 気持の 満干 そのものが、 既に 感情の 弾力 じゃあ 

ないかな。 活々 した 流動 を 起す に は、 いささかの 冒険、 

心 もとな さが、 入用 だとい うのです。 

みさ子 貴方 は —— こうな のね。 この 人が 厭で 詰らな 

ければ、 また 別な 人、 という 人の 方が 変化が あると おつ 



しゃ るんで しょう？ 

谷 たとい、 実際 行って しまわないでも、 それだけ 

張の あると いう ことです ね。 

みさ子 まあ 一寸 風 をす る、 というの？ いや あね。 

私 そんなの は 嫌いだ わ。 行 くんなら ほんと にさよう な 

らを する ほかない、 いるん なら、 どんなに でもして い 

る。 

谷 それで —— あなた は 後の方 だ、 とおつ しゃ るん 

でしよう？ 

みさ子 (殆ど 痛ましい ほどの 顔 をし) あの人 ほか 私 

に 大切な 人 はいな いんです もの。 



谷 その 大切 さ を 奥 平さん にも 感じさせる ために は、 

あなたが、 もう 少し 彼の 方 を、 はつ、 とさせなければ 

駄目です。 自分の 心に は、 今 二つの 愛が ある。 その ど 

ちら を 取る かとい うような ことで、 彼の 方 を、 もうち つ 

と 反省 させ 苦しませて 上げる のです。 しんから、 ほん 

との 愛が 輝き 出す か、 詰らない 石ころが 転リ 出る か を、 

知る ためにね。 

みさ子 (絶望的な 烈し さで) 私 二つの 愛なん か あり 

はしない わ。 たった 一 つよ。 (思い切って) 奥 平が 可 

愛いだ けだ わ。 あの人に 可愛が つ て 貰いたい だけ だ わ。 

谷 だから、 それほどの 愛に 報いられる ために は。 



二人の 会話 をき き、 歩き 廻って いた 英ー、 殆ど、 顔色 

を 変え、 

英ー 谷！ やめろ。 まるで みさ子さん を 苦しめて い 

る じゃあな いか！ 

谷 (微かな 亢奮 を 持ち) 苦しめる の じゃあない。 

終局に 於て、 持って いられる 感情 を、 一層 純粋に 生か 

すため だ。 

英ー 傍で 聞いて は、 まるで 誘惑して いると ほか 思え 

やしない！ 



谷 —— 橋 詰。 君の 態度 は、 失敬ながら、 崇高 じ や 

あないよ。 他人 を 非難す る こと は、 何も 自己の 優越 を 

表し はしない。 —— (英 一 を 見守り) 男 一 人の 心、 で 

当ったら いい じゃあな いか。 (独白 的に) 君の みさ子 

さんに 対する 友情 はよ く 判つ ている よ。 

英ー、 みさ子の 方 を ちらりと 見、 あわてて 何 か 云おう 

とする。 みさ子、 二人の 会話 はきかず、 掌に 顎 をのせ 

て 考えて いる。 この 時、 さっと 立上り、 考え を 変えよ 

うと、 頭 を 振リ。 



みさ子 さあ …… もう 議論 はやめ。 —— 紅茶で も 入れ 

させて 来ましょう ね。 (去る) 

沈黙、 穏やかで ない 雰囲気の 裡に、 谷、 英ー、 顔 を 見 

合せず、 動かず、 幕。 

第一 一 庭 

常緑樹の 深い 植込み。 間 を 縫って、 奥の 方に 小径が あ 

り、 上手、 屛風 のように 刈 込んだ 檜 葉の 下に は、 白い 

ベ ンチ 

石の 腰 架が 一 つ ある。 



傾いた 午後の 日が、 穏やかに 明るく、 緑樹の 梢、 腰 架 

の 縁な どを燦 めかせる。 

幕 開く。 

みさ子、 谷、 上手の 方から 悠 くり 連立って 出て 来る。 

みさ子 あの 薔薇 だって、 爺 やが 丹精して くれる から 

綺麗に 咲いた のよ。 私 も、 奥 平 もい つこう 構わな いん 

です もの。 

谷 ここ はいつ も 気持が よう ござんす ね。 (四辺 を 

見廻し、 腰 架に 掛ける) 

みさ子 (離れて 立った まま) 英 一さん はどうし たん 



でしよう、 直ぐ 来る つて 云いながら 

谷 奥 平さん に 用が あるんで しょう。 (皮肉な 調子) 

みさ子 奥 平に？ そう？ ちっとも 知らなかった わ _ 

それならそう おっしゃれば いいのに —— 。 妙な 人！ 

谷 そう、 くささずに 置いて お遣りなさい。 あの 男 

は、 あなたの ことと いえば、 真剣なん だから。 

みさ子 —— (意味 を 解し かねて 谷の 顔 を 見る) 

谷 僕が、 あなたに 勝手な 熱 を 吹く と 思って、 お 冠 

を 曲げた のです よ。 然し …… あの 男の 思う ほど、 僕 は 

「不良」 じゃあありません よ。 これで も —— (調子 を 変 

え) 実際、 今日の ような 話が、 あなたと 出来る と は 思 



いませんで したね。 

みさ子 (谷の 心 持が 解らず) どうして？ 別に、 

何にも、 人間の しない 話 をした の じゃあな いわ。 

谷 —— 一年 昔の あなた は、 幸福 過て、 思いのまま 

でありす ぎて、 僕なん かに は 眩しい ようでした。 却つ 

て、 薄す り 雲の 湧 上った 今の 方が、 遙に 人間的で、 あ 

なた の 情熱 も 純粋 さも 美しく 見える。 (みさ子の 顔 を 

見る) 

みさ子 (漠然と 不安 を 感じる) 何 を 云つ てい らっしゃ 

るの。 美しければ 美しい ほど 猶 結構 じゃあな いの。 I 

I さあ、 裏へ 行きましょう よ、 あんなに 薔薇、 薔薇つ 



て 云って らっしゃった 癖に …… (谷 を 促す) 

谷 じき 行きます。 然しね、 実際、 僕 は、 いっかき つ 

と 今日の ような 時が 来る と 思って いたんで すよ。 まる 

で、 軽 風に 頰を 吹かれて、 花束 を 振る ような あなたが、 

いっか、 自分の 愛 や、 人間の 愛と いう ことに 就て、 深 

い 疑 や 苦しみ を 味うよう になる だろう。 そうしたら、 

始めて、 私の、 あなたに 対して 持って いる 心 持 も 理解 

して 貰える だろうと ね。 

みさ子 (疑わし そうに、 凝つ と 谷の 顔 を 見守る) 私、 

自分の 苦しみ や 寂し さ を、 たとい、 誰に でも、 利用 さ 

れて はいられ なくって よ。 



谷 まるで 異ぅ。 一 つの 道から、 もう 一 つ 先の、 明 

るい、 輝 やいた 路へ 出る 手助け を、 僕なら させて 頂け 

ると 信じて いたのです。 僕の、 あなたに 対する 愛 は I 

I 云う こと を 許されれば 恐らく、 あなたの 御 良人 

のように、 所有 慾から 生れた もので もなければ、 英ー 

君の ように、 自分の 無力 を 偽善で 被うた もので も あり 

ません。 あなたと いう 人 を 心に も 体に も、 美し さ、 愛 

らし さの 絶頂に 置いて 見たい。 何から も 自由にし、 私 

が 陰から 照らす 光りで、 あなた を、 漂う 金色 雲の よう 

にして あげたい のです。 

みさ子 (不快と 畏れと を 示し) 貴方 はい やね。 そう 



いう こと をお つ しゃる ために、 わざわざ 薔薇 を だしに 

お使いに なった の？ 私、 こそこそ 話 は 大嫌いよ。 そ 

れに (力を入れ) —— 私 は、 ちっとも、 貴方に なんか 

助けて 頂こうと は 思 つ て いなく つ てよ。 また 貴方 こそ 

私 を ほんと に 愛して 下さる 方 だと も 思え やしない わ。 

芝居 はやめ！ お 友達 か？ そうでな いか？ それつ 

さりよ。 

谷 奥 平さん の 存在 を、 直ぐ 頭に 持って来 るから、 

あなた はそう むきにな るんだ。 そうでな く、 深く、 冷 

静に、 人間の 感情 生活と いう こと を 考えて —— 抑制と 

爆発 は、 決して 別々 な もの じゃあない。 いっか …… 



みさ子 貴方 —— 貴方 は、 私の しんの 心 持が 解った 積 

リで いらっしゃ るの？ (静かに、 寂しそう に) 若し そ 

うだったら、 大 違いよ。 奥 平 さえ 解って くれないんで 

す もの。 私 位の 年の 女が、 一旦 可愛い と 思ったら その 

人の ために どれほど 全心 を 集注させる か、 そのために 

歓び 悲しむ か、 大抵の 男の人に なんか、 わからな いん 

だと 思う わ。 選択 以上な のよ。 たった 一人つ きりな の。 

見限って 棄 てられる 愛なん か、 まるで、 まるで 遊び だ 

わ。 よかろう が、 悪かろう が、 その 人の 可愛い 自分の 

心 を、 どうしょう もない から、 苦しむ の じゃあな いの？ 

谷 そういう 心 持 も、 僕 は 時間と 程度の 問題 だと 思 



谷 まるで 子供扱い では、 僕 も 云いよう が なくなり 

ます。 然し —— みさ子さん、 これ だけ は 云わせて 下さ 

い。 愛に は、 勿論、 種々 様々 な 形と 内容と が ありまし よ 

う。 けれども、 結局、 鳴らぬ 笛 は、 鳴らぬ 笛な のです。 

II (腰 架から 立つ。) それで は、 裏へ 行って 見ます か？ 

みさ子、 黙って 先に 立って 行く。 

殆ど、 入れ違いに、 下手から、 英ー、 奥 平、 低声に 話 

しながら 出て 来る。 

英ー (圧え た 声調で) —— 実際、 僕と してこう いう 



こと を 云う の は 苦痛です。 一 方で は、 谷との 友情 を 裏 

切る ことになるし、 また、 貴方に 対して は、 そんな 責 

任の ない 交際 を 始めさせ たという 点で。 けれども、 貴 

方が、 僕に かけて いて 下さる 信頼 を 思う と、 つい 黙つ 

て いられ なくなった のです。 

奥 平 (陰鬱に) いや、 有難う。 御 厚意 は 感謝し ます。 

ぬすみみ 

英ー (奥 平 を 偸 見) けれども、 くれ ぐれ、 僕の 申 上 

た 点 を 誤解な さらないで 下さい。 これ だけ は、 僕 一生 

の 願いです。 僕 はた だ、 みさ子 さんが、 まるで 無邪気 

で、 子供の ように 思った こと を 云う のに、 それ を 間違つ 

て も、 あの 男に なんか 悪用 させたくない から、 御注意 



したので すから。 

奥 平 (神経 的に) 実に 人間の 心な ど は 頼みが たい も 

のです。 自分 は、 自分の よしと すると ころ を 実行す る 

ほかない。 (考えに 沈み、 両手 を 兵児帯の 後に 挾み、 彼 

方 此方 歩く) 彼女が、 心に 確かな 根柢の 出来て いない 

こと は、 私 も 前から 知っていました。 よく 云い もした 

の だ。 いっか こんな ことで も 起らねば 好い がと 思って 

いたが …… 

英ー (絶えず 不安そう、 奥 平に 近より) ね、 奥 平 さ 

ん 貴方 はほんと に 誤解して いらっしゃ るん じゃあない 

ん でしよう ね。 何も、 不名誉な 事実なん か 決して ある 



ん じゃあな いんです。 ただ、 

奥 平 誤解 はして いない 積り です。 —— 然し、 事実と 

いう ものの 範囲 を、 どこまでに 限ったら 好い か。 

英ー 貴方の 立場と して、 どれほど 不愉快に 感じられ 

るか、 僕 は 御 同情し ます。 けれども (俄に) みさ子 さ 

んに、 不当な 監督なん かな さリ はしないで しょうね。 

奥 平 (投げた ように) 彼女 は、 彼女の したいよ うに 

すれば 好い のです。 私 は、 それ をと やかく 云う 権利 は 

ない。 

英ー (眩く) 何だか 不安 だな。 恐ろしい ことにな り 

そうだ。 奥 平さん、 どうか、 獎 にだけ、 貴方の 取ろう 



とな さる 方法 を 話して 下さいません か。 ひどく 不安心 

です。 

奥 平 私が、 自分の 心 持な リ 考えな り を、 小説家の よ 

うに 巧く 云い 表せれば、 何も 面倒 はない のです。 私 は、 

喋れない。 思った こと、 考えた こと を 実行す る だけ だ。 

また、 それでよ いと 思って います。 黙って いて 解って 

くれない ような 者に、 何も 自分から 説明す る 必要 はな 

い。 —— 君 は、 とにかく 私の 信頼す る 一 人の 友人と し 

て、 自分の 責任と 思う ところ を果 された の だから 

どうぞ 安心して 下さい。 なる ように ほかなら ない。 

英ー (猶 圧迫 を 感じ) けれども …… 



奥 平 人生 は、 快楽の ために 出来て いるもの ではない 

のです。 生きて いる 間 じゅう、 苦しまなければ ならな 

いのが、 人間 だ。 与えられた 杯なら、 飲まなければ な 

ら ない。 

英ー どうぞ、 貴方 も みさ子さん も 傷つけ るよう な こ 

と はなさらないで 下さい。 —— 実際、 僕 は、 何もみ さ 

子さん まで …… 

奥 平 —— (陰気に 光った 眼で、 じろ りと、 臆病な 英 

一 の 顔 を 見る) 

突然、 背後の 植込みの 蔭から、 甲高く、 はっきり、 



みさ子の 声 いやよ！ 

奥 平、 英ー、 思わず ぎょっと すると ころへ、 みさ子、 

足早に 出て 来る。 二人 を 見、 

みさ子 まあ、 貴方 もい らしった の？ (嬉しそうに、 

奥 平の 方に よって 行く。) 

直ぐ 後から、 谷、 両手 を ポケットに 入れ、 眉 を 顰めて 

来る。 



英ー (意 を 迎える ように) どう だね。 いい 花が あつ 

たかい？ 

谷 (英ー を 見、 奥 平 を 見、 鋭く) 花なん かないよ。 

昔話 だ！ (さっさと 一 人で 通り過ぎよう とする) 

英ー、 不決断に ついて 行こうと する。 その 時、 ただな 

ら ない 奥 平の 声が、 彼 を 振 返らせる。 

奥 平 (近づく みさ子 を 避ける ように、 二三 歩 動きな 

がら) —— 私に 構わず 置いて くれ！ 



みさ子、 驚き、 良人、 英ー、 谷と、 順に 顔 を 見る。 英 

一 、 頭 を 動して その 視線 を 避け、 見向き もせずに 彼方 

もと つ 

に 行く 谷の 後から、 救い を 得め るよう に、 蹤 いて 行つ 

てし まう。 みさ子、 再び、 良人 を 眺める。 

みさ子 貴方 —— どうな すった の？ 

&~p 

みさ子 ね、 どうな すった の？ 

奥 平 (傍 を 向き) 悲しい ことに、 私 も 人間 だから、 

自分と 直接、 関係の ある 者の 行為に は、 心 を 支配され 



るの だ。 

みさ子 …… (苦しそう な 表情と なる) …… 。 

奥 平 私 は、 就く もの はっき、 離れる 者 は 時が 来れば 

離れずに いないと 思った から、 別に 云い もしなかった 

の だが …… 。 今でも、 私 は 何の 制限 も、 あなたに 加え 

てはいな いよ。 断って 置く が …… 

みさ子 (実に 驚き) まあ、 貴方！ 何 を 思つ てらつ 

しゃる の？ 何を感 違いして らっしゃる の？ 

奥 平 何も、 感 違いなん かしてい ない。 事実 は、 事実 

だ。 

みさ子 二 層、 良人の 傍に より) 私が 何 をして？ 



貴方。 —— (思いつき) ああ、 今 私が あんな 大きな 声 

をした の を 変に 思って いら つし や るん じゃあな いこ 

と？ 何でもな いのよ、 あれ は。 谷さん が、 今日は 妙 

に 感情的 だから、 もう 散歩なん か 一 緒に する の は、 い 

やよ、 と 云った だけな のよ。 

奥 平 (険しい 眼 付き をし) 感情的に は 誰が したの だ。 

みさ子 (良人 を 仰ぎ) 貴方！ 

奥 平 独身の、 あんな 生 若い 男に、 若い、 結婚した ば 

かりの 女が、 自分の 生活の 不満 や 苦痛 を 訴える の は、 

何 を 意味す るか。 考えて 見たら、 誰に でも 解る じゃあ 

*k 、 ゝ o 

るレカ 



みさ子 (思いが けず。 却って 落 付き) 聞いて いらし つ 

たの 9 却ってよ かった わ。 でも —— 立ち聞き をな 

さるなん て (消え入る ように) 何て 方でしょう ね。 

奥 平 英 一 君に 聞いた の だ。 

みさ子 (はっきりと 侮蔑 を 感じ) あの人が？ 何て 

云った の？ 

奥 平 そんな こと を、 今 ここで 再び 繰 返す 必要 はない。 

ただ —— 私 は —— 僅かの 間で も、 あなたの 良人で あつ 

たこと を 気の毒に 思うよ。 適当な 人間ではなかった の 

だ。 少く とも、 あなたの 悦ぶ 男ではなかった の だ。 然 

し (剌 すよう に) 誰 一 人 私に そのこと を 知らせて くれ 



る 者はなかった！ 

みさ子 (蒼くな リ、 良人の 手を摑 み) 貴方！ 後生 

だから、 その 変な、 貴方の 頭に ある もの を棄 てて 頂戴！ 

ひどい 思い違いをし ていら つし やる わ。 何て いう こと 

だろう。 私 は、 これつ ぼつち だって、 谷さん なんか 愛 

してい やしなく つてよ。 

奥 平 (疑い深く) どうして それが 断言 出来る？ 自 

分が 侮蔑し、 価値 を 感じない ものに、 あなた は 自分の 

苦痛 を 訴える か？ 下男に 泣 言が 云える か？ 自分が、 

より 好意 を 感じて いる 者に 対してで なければ、 人間 は、 

決して 自分の 弱点 は 示さない ものな の だ。 



みさ子 —— 私 は、 ちっとも そんな 風に は 考えな かつ 

た わ。 私の 苦しみ は、 私の 弱点？ 私 は、 ただ、 もと 

から 種々 な こと を 話して 来た 友達に、 自分の 心持ち を 

云った だけ だのに。 —— 

奥 平 つまり それほど、 心の 親しみが 深いと いう こと 

になる の だ。 離れ 難く 思う からこ そ、 どんなに 境遇が 

変っても、 その 友情 だけ は、 保って 行こうと する。 I 

I ( 堪え難い ように、 ばし ばし と) 私 は、 はっき リ 云つ 

て 置く がね、 決して あなたの 重荷と なる 積リ はない の 

だ。 私 はいつ でも、 悦ん で、 あなたに 自由 を 与える。 

よく 考えて、 遠慮 はいらな いから、 自分の 行きたい 道 



を 進めば よい。 ああい うこと もあった、 と 私 は 万事 を 

過去に 埋めて しまおう。 それが 一番い い。 私に は I - 

私の 書斎が ある。 …… 

みさ子 (涙 を こぼし) そうよ！ 貴方に は 貴方の 書 

斎が ある。 だから、 そんな こと を おっしゃれる。 自分 

が、 どんな 大間違い をして いるか、 考えよう ともな さ 

ら ないで、 よく 貴方 は、 そんな ことが おっしゃれる わ 

ね。 …… 私に は …… 私に は 貴方つ きリ ほか、 あり はし 

ない わ。 何も、 あり はしない わ。 だから こそ、 貴方に 

なんか、 相手に もされない 苦しみ を もす るの じゃあな 

いの。 



奥 平 (冷やかに) 愛 は、 苦しい 害の もので はない よ。 

愛し 難い 者 を 愛そうと する からだ。 

みさ子 (首 を 振り) いいえ。 いいえ。 どれ だけ、 私 

が 可愛い か、 貴方が 判って 下さらな いからよ。 

奥 平 —— 私 は、 若し 強いられ たのなら、 たとい、 事 

実 上 過ちが あつたと しても、 許す。 けれども 自分から、 

自分の 心 も 相手の 心 も 翻弄す る 人間との 関係 は 堪えら 

れ ない。 —— 苦しめられた くないの だ。 —— いくら、 

価値の ない 人間で も 自分の 魂の 平安 を 守る 位の 権利 は 

与えられて いるだろう。 

みさ子 (涙と 一 緒に 奥 平の 手 を 揺すり) ああ。 貴方 



は 恐ろしい 方ね。 言葉の 裡 にある 真実 を、 ちっとも 聞 

こうと はなさらない。 ね、 どうしたら、 私の 心が わか 

るの？ どうしたら 噓を 云って はいな いのがわ かつ 

て？ 

奥 平 事実が 言葉と 合致 すれば。 

みさ子 だから、 さっきから 云う じゃあな いの？ 私 

は —— ああ (激しく 泣く) 云う のさえ いや だ わ！ 

奥 平 人間に は、 言葉 以上に 微妙な 世界が ある もの だ。 

まして、 異性 間の 感情に は。 —— あなた は、 谷 を 愛し 

ていないと 云う。 或は、 事実だろう。 然し、 一 方に、 

私 は、 また、 愛して いる 事実 も 認めずに はいられない。 



(憤り を はくよう に) 愛します、 と 誓った 愛が 嘘になる 

時 も あるよう に、 愛さない、 という 愛が、 却って 真実 

な こと も あるの だ！ 

みさ子 ああ。 ああ。 こんなに 愛して いるのに。 貴方 

に は！ こんなに、 可愛い のに！ 

みさ子、 泣きつつ、 子供の ように 自分の 額 を、 良人の 

手に 擦りつ ける。 

奥 平 (苦々 しげに) 亢奮が、 何の 解決になる の だ。 



みさ子、 頭 を 擡げる。 良人 を 見、 絶望で くい 入る よう 

みさ子 ああ、 貴方 は 開かない 扉よ。 叩いても、 叩い 

て も 開かない 扉よ。 —— 私 はどう すれば いいの？ —— - 

人間 は、 言葉で ほか、 自分の 心が 表わせない。 (烈しい 

すすりなき 

歐欷。 ) その 言葉 を 信じられない 時。 —— (蒼白な 顔 

となり) 昔の 女の人 は 死にました。 私が 死ねなかった 

ら 。 貴方 は、 それ 見ろ！ とおつ しゃる こと？ (良 

人に、 じりじりと 迫る) それ 見ろ！ 谷 を 愛して いた 
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